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[ 本研究の背景 ]

近年のCADでは 、 ３次元である ソ リ ッ ド モデルで設計を行う試みが盛んに行われているが 、

３ 次元CADは本来 、 複雑な曲面を要する製品設計に有効であり 、 そ う でない製品では 、逆に

設計者に大きな負担をかける 。 例えば 、 架台構造物のよ う に非常に多 く の部品からなる製品

では 、 ２ 次元CADの方が 、簡略的表現が容易に使える点で有利である 。 しかし ながら 、 製品

のソ リ ッ ド モデルは 、 製品製造のマニュアルやカ タ ログ等で今後必要になる と予想される 。

そこで 、 2D－3D変換の作業が必要となるが 、現在の ３次元CADで も 、 この変換は手作業が基

本であり 、 大変な労力を要している 。 また 、 2D－3D変換の自動化は、多く研究と開発が行わ

れてきたが、現在でも、三面図に正確に描かれた一個の部品の自動変換程度しかできない。

[ 本研究の概要 ]

従来の方法では、三面図に描かれた幾何形状のみを扱い、結果として三面図は正確に描かれ

ているのが前提条件となり、簡略的表現は対象外であった。また、三面図が組立図のように複

雑になると、解が多量に発生する問題があった。本手法では、実際の製品において規格品が多

用されていることと、図面において幾何形状が簡略されても、寸法や部品表は正確に記入され

ている点に着目し、これら寸法や部品表から製品の３次元モデルの外観を作成し、さらに幾何

形状の情報より正確な３次元モデルを作成する。現在は、本手法の検証としての実験用システ

ムの開発中である。
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２次元組立図例

寸法と部品表から作成された製品の外観

解である３次元モデル
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